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図１ 太陽電池の等価回路 

図１に太陽電池の等価回路を示す。 
ここで、JPh は光電流密度(A/cm2)、S は太陽
電池の表面積(cm2)、Rsは内部直列抵抗(Ω)、
Rshは並列抵抗(Ω)、 は太陽電池に発生した
電流(A)、Vは太陽電池に発生した電圧(V)であ
る。 
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ダイオードに図２のように電流が流れる時、 
I－V特性は①式のようになる。 
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図２ ダイオード 

S00 JI =ここで、 であり、J0は逆飽和電流密度 
(A/cm2)、Sは太陽電池の表面積(cm2)、qは電子 
の電荷量、kはボルツマン定数、Tは絶対温度(K)、 
nはダイオード因子、I’はダイオードに流れる電流(A)、 
V’はダイオードで発生する電圧(V)である。 
 

 I 

V 

-Isc 

Voc 0 

Rsc 

図 3 太陽電池の I-V特性 
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課題 
１、 太陽電池の I－V(電流－電圧)特性を、V を-0.2 V から

1mVずつ変化させた時のグラフに描画せよ。 
２、 計算したグラフから開放電圧 Voc(V)、短絡電流 Isc(A)、
最大電力 Pmax(W)、Ｆ.Ｆ(フィルファクター)、変換効率
(%)を求めよ。ただし、照射量 Pinは 100 mW/cm2とす

る。 
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とした時の ROC、RSCの値をそれぞれ求めよ。 

 
 ただし、S=0.5 cm2、J0=10-13 A/cm2、Jph=10 mA/cm2 

 Rs=10 Ω、Rsh=50 kΩ、n=1、T=300 K、 
 kはボルツマン定数、qは電子の電荷量である。 


